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『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
か
ら
み
る
言
語
感
覚

山　

本　

智　

穂

　
　
　

一

　
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
は
、
藤
原
定
家
著
の
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
中
納
言
入
道
殿
』『
粟
田
口
大
納
言
基
良
卿
許
被
注
遣
之
草
』『
名
所
百
首

歌
之
時
与
家
隆
卿
内
談
事
』
の
三
つ
の
消
息
か
ら
な
る
歌
論
書
で
あ
る
。
最
初
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
を
総
称
と
し

て
石
田
吉
貞
氏
が
使
用
し
た
ゆ
え
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
に
つ
い
て
、
石
田
吉
貞
氏
は
『
藤
原
定
家
の
研
）
1
（

究
』
の
中
で
、
成
立
年
代
を
「
だ
い
た
い
承
久
以
前
」
で
「
粟

田
口
大
納
言
の
も
の
と
さ
し
て
か
わ
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
久
保
田
淳
氏
は
『
歌
論
集
（
一
）
中
世
の
文
学
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
解
題
に
お
い
て
、
成
立
年
代
は
「
さ
だ
か
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
粟
田
口
大
納
言
基
良
卿
許
被

注
遣
之
草
』
に
つ
い
て
は
、
家
隆
と
範
宗
の
歌
を
作
っ
た
年
代
か
ら
承
久
元
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
名
所
百
首
歌
之
時
与
家
隆
卿
内
談

事
』
に
つ
い
て
は
、『
明
月
記
』
の
記
述
か
ら
建
保
三
年
九
月
二
十
四
日
頃
と
判
明
し
て
い
る
。

　

伝
本
は
、
①
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』（
函
架
番
号
１
５
０
・
５
８
６
）
の
書
陵
部
）
2
（
本
、
②
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
の
時
雨
亭
文
庫
）
3
（
本
の
二
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
①
は
②
を
書
写
し
た
本
で
あ
）
4
（
る
。

　
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
は
様
々
な
人
に
書
き
送
っ
た
消
息
よ
り
成
る
歌
論
書
で
あ
る
た
め
、
一
語
単
位
か
ら
一
首
単
位
ま
で
幅
広
い
、
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定
家
の
和
歌
実
作
に
お
け
る
注
意
事
項
や
和
歌
解
釈
に
お
け
る
疑
問
点
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
注
意
事
項

や
和
歌
解
釈
に
お
け
る
疑
問
点
を
契
機
と
し
て
定
家
の
言
語
表
現
を
考
察
す
）
5
（

る
。

　
　
　
　

二

　
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
中
納
言
入
道
殿
』
の
本
文
に
お
い
て
「
此
詞
自
他
雖
非
不
詠
事
候
打
解
詞
候
」
と
し
て
「
わ
が
物
が
ほ
」
が
あ
る
。

久
保
田
氏
は
「
わ
が
物
が
ほ
」
に
つ
い
て
、
頭
注
で
「
い
か
に
も
自
分
の
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
顔
つ
き
、
態
度
。（
中
略
）「
打
解
ケ
タ

ル
詞
」
と
は
、
日
常
語
で
あ
っ
て
、
歌
語
で
な
い
と
い
う
こ
と
。」
と
述
べ
て
い
る
。
定
家
は
、『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
中
納
言
入
道
殿
』
に
お

い
て
「
わ
が
物
が
ほ
」
は
「
自
分
も
他
人
も
詠
ま
な
い
こ
と
も
な
い
が
日
常
語
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
表
現
か
ら

考
え
て
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、『
八
雲
御
）
6
（
抄
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
和
歌
に
は
優
美
な
詞
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

寂
蓮
法
師
が
い
ひ
け
る
は
、「
歌
の
や
う
に
い
み
じ
き
物
な
し
。
ゐ
の
し
ゝ
な
ど
い
ふ
お
そ
ろ
し
き
物
も
、
ふ
す
ゐ
の
床
な
ど
い
ひ

つ
れ
ば
、
や
さ
し
き
也
」
と
い
ふ
。
ま
し
て
や
さ
し
き
も
の
を
お
そ
ろ
し
げ
に
い
ひ
な
す
、
無
下
の
事
也
。

　
『
毎
月
）
7
（
抄
』
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

す
べ
て
よ
む
ま
じ
き
姿
・
詞
と
い
ふ
は
、
あ
ま
り
に
俗
に
近
く
、
ま
た
恐
ろ
し
げ
な
る
た
ぐ
ひ
を
申
し
侍
る
べ
し
。（
中
略
）
げ
に

い
か
に
恐
ろ
し
き
物
な
れ
ど
も
。
歌
に
よ
み
つ
れ
ば
優
に
聞
き
な
さ
る
る
た
ぐ
ひ
ぞ
侍
る
。

　

従
っ
て
、
優
美
な
言
葉
を
使
用
す
べ
き
和
歌
に
お
い
て
は
、「
打
解
ケ
」
て
い
る
言
葉
は
本
来
使
用
す
べ
き
で
は
な
く
、「
わ
が
物
が

ほ
」
は
歌
語
と
し
て
は
不
適
切
な
言
葉
と
い
え
、
定
家
は
「
歌
に
詠
み
込
む
こ
と
は
あ
ま
り
良
く
な
い
」
と
考
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
わ
が
物
が
ほ
」
即
ち
「
〜
が
ほ
」
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』、『
狭
衣
物
語
』
な
ど
多
く
に
見
ら
）
8
（
れ
、
国
語
学
的
な

観
点
か
ら
は
、
基
本
的
に
動
詞
の
連
用
形
に
下
接
し
、
中
世
に
入
る
に
つ
れ
て
接
続
の
仕
方
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
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い
）
9
（

る
。
さ
ら
に
、
和
歌
に
お
い
て
は
、
西
行
の
和
歌
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
）
10
（

た
。
稲
田
利
徳
氏
は
『
西
行
の
和
歌

の
世
）
11
（

界
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

西
行
の
和
歌
に
は
「
〜
が
ほ
」
の
表
現
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
と
、
こ
れ
が
西
行
の
和
歌
表
現
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、

多
く
の
西
行
研
究
者
の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
表
現
は
、
特
に
西
行
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
和
泉
式

部
や
俊
恵
な
ど
、
数
量
的
に
み
て
も
西
行
を
う
わ
ま
わ
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
の
表
現
は
俊
成
な
ど
に

よ
っ
て
、
晴
の
歌
合
な
ど
に
は
詠
出
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
批
難
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
、
歌
合
資
料
に
当
っ
て
み
る
と
、
平
安

朝
の
歌
合
に
も
か
な
り
よ
ま
れ
、
勅
撰
集
な
ど
に
も
相
当
入
集
し
て
い
る
事
実
も
お
さ
え
る
こ
と
も
で
き
た
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
西
行
の
歌
を
位
置
付
け
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
擬
人
法
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
詠
歌
主
体
と
「
〜
が

ほ
」
の
主
体
と
が
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
歌
の
多
い
こ
と
が
特
色
と
し
て
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
稲
田
氏
は
定
家
の
「
〜
が
ほ
」
表
現
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
家
集
に
何
首
入
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。

　
　
「
拾
遺
愚
草
」（
定
家
）（
二
九
八
五
首
）
↓
十
七
首
（
五
〇
八
・
五
二
九
・
八
六
九
・
九
七
六
・
一
二
一
一
・
一
三
五
七
・
一
三
九

三
・
一
五
三
七
・
一
六
一
五
・
一
七
五
二
・
一
八
五
九
・
一
八
八
三
・
一
九
八
八
・
二
〇
二
六
・
二
〇
八
一
・
二
三
三
九
・
二
七
七
六
）

　
　
　

こ
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
新
風
を
推
進
し
た
新
古
今
時
代
の
歌
人
も
西
行
に
近
い
ほ
ど
、
こ
の
表
現
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。（
後
略
）

　

し
か
し
、
稲
田
氏
の
論
文
は
一
九
八
一
）
12
（
年
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
調
査
す
る
と
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
「
〜
が
ほ
」
表
現
は
二
十
七

首
存
在
す
る
。

　

そ
し
て
、
定
家
が
「
〜
が
ほ
」
表
現
と
し
て
使
用
し
た
語
彙
は
全
部
で
二
十
一
語
存
在
す
る
。

見
せ
が
ほ
（
五
〇
八
、
二
三
三
九
）・
わ
か
れ
が
ほ
（
五
二
九
）・
色
が
ほ
（
八
四
二
、
員
外
六
一
）・
か
た
み
が
ほ
（
八
六
九
、
一
三
九
三
）・
と
ひ
が
ほ
（
九
七

六
）・
も
よ
ほ
し
が
ほ
（
一
二
一
一
）・
き
ほ
ひ
が
ほ
（
一
三
五
七
）・
わ
が
竹
が
ほ
（
一
五
〇
五
）・
ぬ
る
る
が
ほ
（
一
五
三
七
、
一
八
五
九
）・
あ
り
が
ほ
（
一

六
一
五
、
員
外
五
〇
六
）・
な
ら
は
ず
が
ほ
（
一
七
〇
〇
）・
わ
れ
と
ひ
が
ほ
（
一
七
五
二
）・
し
り
が
ほ
（
一
八
八
三
）・
や
ど
が
ほ
（
一
九
八
八
）・
し
る
べ
が

ほ
（
二
〇
二
六
）・
し
る
人
が
ほ
（
二
〇
八
一
）・
友
が
ほ
（
二
一
一
六
、
員
外
三
四
八
）・（
時
は
）
わ
き
が
ほ
（
二
七
七
六
）・
我
が
物
が
ほ
（
員
外
九
九
）・
ま

さ
り
が
ほ
（
員
外
五
一
八
）・
お
り
し
り
が
ほ
（
員
外
五
八
七
）
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こ
の
二
十
一
語
は
三
回
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
定
家
は
一
つ
の
気
に
入
っ
た
表
現
を
見
出
し

た
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
表
現
を
探
し
求
め
、
様
々
な
詞
を
詠
み
試
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
年
代
を
見
る
と
、
特
に
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
前
半
と
五
十
代
全
体
を
通
し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
年
号
で
い
え
ば
建
久
年
間
と
建
保
年
間
に
お
い
て
、
詞
の
可
能
性
を
求
め
続
け
た
、
そ
の
一
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
代

歳

入
集

歌
番
号

文
治
五
年
（
１
１
８
９
）

二
八
歳

重
奏
和
率
百
首

五
〇
八
・
五
二
九

文
治
五
年
（
１
１
８
９
）

二
八
歳

女
御
入
内
御
屛
風
歌

一
八
八
三

建
久
元
年
（
１
１
９
０
）

二
九
歳

建
久
元
年
一
字
百
首

員
外
六
一
・
員
外
九
九

建
久
三
年
（
１
１
９
２
）

三
一
歳

建
久
三
年
九
月
十
三
日
夜

員
外
三
四
八

建
久
四
年
（
１
１
９
３
）

三
二
歳

六
百
番
歌
合

八
四
二
・
八
六
九

建
久
四
年
（
１
１
９
３
）

三
二
歳

建
久
四
年
九
月
一
日
の
詠

二
七
七
六

建
久
七
年
（
１
１
９
６
）

三
五
歳

百
二
十
八
首
和
歌

一
六
一
五
・
一
七
〇
〇

建
久
九
年
（
１
１
９
８
）

三
七
歳

仁
和
寺
宮
五
十
首

一
七
五
二

正
治
二
年
（
１
２
０
０
）

三
九
歳

院
初
度
百
首

九
七
六

建
仁
元
年
（
１
２
０
１
）

四
〇
歳

院
句
題
五
十
首

一
八
五
九

建
保
二
年
（
１
２
１
４
）

五
三
歳

建
保
二
年
八
月
十
六
日
歌
合

二
三
三
九

建
保
三
年
（
１
２
１
５
）

五
四
歳

内
裏
名
所
百
首

二
〇
一
一

建
保
四
年
（
１
２
１
６
）

五
五
歳

春
日
同
詠
百
首

一
三
五
七
・
一
三
九
三

建
保
六
年
（
１
２
１
８
）

五
七
歳

文
集
百
首

五
〇
六

承
久
元
年
（
１
２
１
９
）
か

五
八
歳
か

仁
和
寺
宮
五
十
首

二
〇
二
六

承
久
二
年
（
１
２
２
０
）

五
九
歳

四
季
題
百
首

員
外
五
一
八
・
員
外
五
八
七

年
代
不
明

六
〇
歳
頃
か

藤
川
百
首

一
五
〇
五
・
一
五
三
七

嘉
禄
元
年
（
１
２
２
５
）

六
四
歳

権
大
納
言
家
三
十
首

二
〇
八
一

寛
喜
元
年
（
１
２
２
９
）

六
八
歳

女
御
入
内
屛
風
和
歌

二
一
一
六

年
代
不
明

詠
花
鳥
和
歌

一
九
八
八
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さ
ら
に
、
次
の
表
は
定
家
の
「
〜
が
ほ
」
表
現
の
中
で
も
、
特
殊
で
他
者
の
追
随
例
も
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
で
あ
る
。

語
句

定
家
詠

他
者
の
詠

き
ほ
ひ
が
ほ

拾
遺
愚
草
一
三
五
七
（
夫
木
抄
六
四
八
七
、
歌
枕
名
寄
六
〇
六
六
）

鈴
屋
集
二
一
五

わ
が
竹
が
ほ

拾
遺
愚
草
一
五
〇
五
（
藤
川
五
百
首
鈔
二
一
）

挙
白
集
一
八
〇
七

な
ら
は
ず
が
ほ

拾
遺
愚
草
一
七
〇
〇

拾
玉
集
二
五
四

わ
れ
と
ひ
が
ほ

拾
遺
愚
草
一
七
五
二
（
御
室
五
十
首
五
二
二
）

耕
雲
千
首
五
一
五

友
が
ほ

拾
遺
愚
草
二
一
一
六

拾
遺
愚
草
員
外
三
四
八

六
百
番
歌
合
九
八
（
遊
糸
・
藤
原
隆
信
）

出
観
集
（
夫
木
抄
五
一
九
）

（
時
は
）
わ
き
が
ほ

拾
遺
愚
草
二
七
七
六
（
拾
玉
集
五
三
六
九
）

い
ろ
が
ほ

拾
遺
愚
草
八
四
二
（
夫
木
抄
六
五
一
四
、
六
百
番
歌
合
五
〇
三
）

拾
遺
愚
草
員
外
六
一
（
夫
木
抄
七
六
四
二
）

為
家
千
首
五
一
三

　

他
者
の
詠
を
見
て
み
る
と
、「
友
が
ほ
」
の
み
二
首
あ
る
が
、
あ
と
は
一
首
も
し
く
は
該
当
な
し
で
あ
る
。

　

ま
た
、
定
家
の
歌
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
「
〜
が
ほ
」
の
表
現
は
「
き
ほ
ひ
が
ほ
」「
わ
が
竹
が
ほ
」
を
は
じ
め
、
表

に
示
し
た
よ
う
に
七
語
あ
る
。
例
え
ば
、「
我
が
」 
＋ 
「
竹
」、「
我
」 

＋ 

「
問
ひ
」、「
時
は
」 

＋ 

「
わ
）
13
（
き
」
な
ど
と
和
歌
に
お
い
て
は
非
常
に

珍
し
い
造
語
を
「
か
ほ
」
の
上
に
冠
し
て
い
る
。

　

稲
田
氏
が
『
西
行
の
和
歌
の
世
界
』
で
指
摘
さ
れ
た
、
西
行
の
「
〜
が
ほ
」
表
現
を
持
つ
和
歌
と
比
較
す
る
と
、
西
行
は
「
が
ほ
」
の

上
に
動
詞
、
形
容
詞
が
一
語
接
続
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
言
ひ
が
ほ
」「
み
せ
が
ほ
」「
ぬ
る
る
が
ほ
」「
か
こ

ち
が
ほ
」「
う
れ
し
が
ほ
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、「
影
も
ち
が
ほ
」
や
「
我
が
も
の
が
ほ
」
な
ど
と
語
を
接
続
し
、
よ
り
長
い
一
語
を
形

成
し
て
い
る
も
の
も
存
在
は
す
る
。

　

定
家
は
西
行
に
比
べ
、
長
い
一
語
が
多
く
、「
我
が
」 

＋ 

「
竹
」
の
よ
う
に
語
の
接
続
が
珍
し
い
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
〜
が
ほ
」
を
、
定
家
は
意
図
的
に
新
し
い
表
現
で
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
）
14
（
る
。
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定
家
は
「
打
解
け
た
る
詞
」
と
家
良
に
述
べ
て
い
る
が
、
彼
の
「
〜
が
ほ
」
表
現
の
和
歌
を
通
覧
す
る
と
、
自
ら
は
使
用
し
て
い
る
の

み
な
ら
ず
更
に
新
し
い
和
歌
表
現
を
追
い
求
め
て
、
新
し
い
語
の
つ
な
が
り
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

弟
子
へ
の
指
導
で
あ
る
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
で
は
、
相
手
の
力
量
を
勘
案
し
て
個
別
に
使
用
法
を
教
え
る
た
め
「
が
ほ
」
表
現
即
ち

「
日
常
的
情
景
（
俗
な
も
の
）」
を
諫
め
て
い
た
が
、
自
ら
が
詠
み
出
だ
す
和
歌
で
は
、
表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
、
果
敢
に
挑
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　

三

　
『
名
所
百
首
哥
之
時
與
家
隆
卿
内
談
事
』
に
お
い
て
「
あ
ま
の
か
ぐ
山　

い
つ
か
は
時
を
わ
す
れ
草
」
を
「
此
事
堅
固
不
覺
候
。
必
可

承
候
。」
と
定
家
は
記
し
て
い
る
。
久
保
田
氏
は
、
当
該
箇
所
を
「
内
裏
名
所
百
首
の
「
天
香
具
山
」
の
題
で
家
隆
の
詠
ん
だ
、「
夏
衣
い

つ
か
は
時
を
忘
れ
草
ひ
も
夕
暮
の
天
の
香
具
山
」
の
歌
を
指
す
。」
と
注
す
）
15
（
る
。
確
か
に
こ
の
歌
の
こ
と
で
あ
り
、
定
家
は
家
隆
の
こ
の

和
歌
の
発
想
が
分
か
ら
な
い
か
ら
家
隆
に
質
問
し
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
え
た
い
。

　

さ
て
、
定
家
が
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
）
16
（
る
こ
と
は
、「
自
内
、
名
所
百
首
可
注
由
、
蒙
綸
言
、
仍

書
進
之
、
本
歌
有
名
歌
之
躰
所
〻
也
」
と
い
う
建
保
三
年
九
月
十
日
の
条
、「
名
所
歌
先
五
十
首
、
以
少
将
令
清
書
、
進
上
禁
裏
了
、
愚
詠
進

上
事
、
天
気
快
然
、
人
〻
対
捍
無
興
之
処
、
詠
進
之
上
、
早
速
、
悦
思
食
之
由
、
有
仰
事
」
同
年
九
月
二
十
三
日
の
条
、「
左
中
将
・
讃

岐
国
司
・
前
宮
内
行
）
17
（

能
・
前
丹
波
知
家
朝
臣
・
蔵
人
判
官
康
光
、
各
送
五
十
首
歌
、
雖
似
人
望
、
老
眼
之
苦
耳
」
同
年
九
月
二
十
四
日
の
条

な
ど
の
『
明
月
）
18
（
記
』
の
記
述
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
十
日
に
順
徳
院
へ
名
所
の
古
歌
を
進
上
）
19
（
し
、
二
十
三
日
に
定
家
自

身
が
名
所
歌
五
十
首
の
提
出
を
行
い
順
徳
院
に
喜
ば
れ
、
二
十
四
日
に
定
家
が
各
歌
人
の
五
十
首
に
目
を
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
内
裏
名
所
百
）
20
（
首
』
を
見
て
み
る
と
、
夏
十
首
「
天
香
久
山　
大
和
」
と
い
う
題
で
、
家
隆
の
歌
は
同
題
の
中
で
は
七
番
目
に
当
た
る

三
〇
七
番
歌
で
あ
っ
た
。
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三
〇
一　

白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
夏
の
日
の
空
に
み
え
け
る
あ
ま
の
か
ぐ
山

　
　

三
〇
二　

吹
く
風
に
五
月
雨
は
れ
ぬ
久
か
た
の
あ
ま
の
か
ぐ
山
衣
か
は
か
す

　
　

三
〇
三　

五
月
雨
は
あ
ま
の
か
ぐ
山
空
と
ぢ
て
雲
ぞ
か
か
れ
る
嶺
の
ま
さ
か
き

　
　

三
〇
四　

五
月
雨
は
あ
ま
の
か
ぐ
山
お
し
こ
め
て
雲
の
い
づ
こ
に
在
明
の
月

　
　

三
〇
五　

さ
み
だ
れ
の
を
や
む
晴
間
の
日
影
に
も
猶
雲
深
し
天
の
か
ぐ
山

　
　

三
〇
六　

夏
く
れ
ば
霞
の
衣
た
ち
か
へ
て
白
妙
に
ほ
す
天
の
か
ぐ
山

　
　

三
〇
七　

夏
衣
い
つ
か
は
時
を
わ
す
れ
草
日
も
夕
暮
の
あ
ま
の
か
ぐ
山

　
　

三
〇
八　

見
わ
た
せ
ば
あ
さ
た
つ
雲
の
夏
衣
空
に
ほ
し
け
る
天
の
か
ぐ
山

　
　

三
〇
九　

ほ
と
と
ぎ
す
な
く
一
声
や
過
ぎ
ぬ
ら
ん
い
ま
ぞ
明
行
く
あ
ま
の
か
ぐ
山

　
　

三
一
〇　

さ
か
木
ば
に
夏
の
色
と
や
さ
だ
め
を
き
し
緑
ぞ
ふ
か
き
天
の
か
ぐ
山

　
　

三
一
一　

夏
の
よ
の
雲
に
は
は
や
く
行
月
の
あ
く
る
ほ
ど
な
き
あ
ま
の
か
ぐ
山

　
　

三
一
二　

夏
の
よ
の
在
明
の
空
の
月
影
に
雲
は
の
こ
ら
ぬ
あ
ま
の
か
ぐ
山

　
「
天
の
香
久
山
」
は
歌
論
書
や
歌
学
書
に
お
い
て
、「
古
歌
詞
」
や
「
万
葉
名
所
」
な
ど
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。

　
『
奥
義
）
21
（
抄
』
に
は
「
出
万
葉
名
集
名
所　
普
通
名
所
不
注　

あ大

和ま
の
か
ぐ
山
」
と
あ
り
、『
和
歌
色
）
22
（
葉
』
に
は
「
又
國
々
の
中
に
所
々
の
名

あ
り
。
ふ
る
く
よ
り
み
な
人
の
よ
み
お
き
、
き
ゝ
な
れ
た
る
は　

山　

あ
ま
の
か
ぐ
山
」
や
「
萬
葉
集
所
名　

山　

あ天

ま
の
か
ぐ
や
ま
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
八
雲
御
抄
』
名
所
部
、
山
に
は
、「
あ同
　
天
の
香
具

ま
の
か
ご　
（
あ
ま
の
石
戸
を
お
し
ひ
ら
き
給
所
也
。
か鹿

香ご
山
と

も
。
久
方
の
│
│
。
わ
す
れ
草
。
霞
。
雲
、﹇
鹿
具
山
と
も
﹈
衣
ほ
す
。
神
鏡
奉
㍾鋳
所
也
。
み
ね
の
ま真さ
か

榊き
。
俊
成
歌
也
。
あ
ま
の
か

ご
山
は
あ
ま
り
に
た
か
く
て
、
そ
ら
の
か
の
か
ゞ
え
く
る
に
よ
り
て
い
ふ
と﹇

歟
﹈日
本
紀
ニ
見
え
た
り
と
云
り
。）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
万
葉
の

頃
か
ら
既
に
詠
ま
れ
て
い
る
言
葉
と
し
て
歌
学
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　
「
忘
れ
草
」
は
『
能
因
歌
枕
』
に
よ
り
「
萱
草
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
万
葉
集
以
来
の
歌
こ
と
ば
と
さ
れ
て
い
る
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こ
と
は
、『
和
歌
色
葉
』「
八
難
歌
會
釋
者
」
に
お
い
て
、

　
　

萬
葉
古
歌
に
付
伊
勢
物
語

六
帖
近
比
歌
百
十
三
首
あ
り
。（
中
略
）
四
十
一　

わ
す
れ
ぐ
さ
（
中
略
）

　
　

四
十
一　

わ
す
れ
草
か
き
も
し
み
ゝ
に
う
ゑ
た
れ
ど
お
に
の
し
こ
草
な
ほ
こ
ひ
に
け
り

　
　

わ
す
れ
草
は
萱
草
な
り
。
兼
名
菀
に
は
忘
憂
草
と
か
け
り
。
鬼
の
し
こ
草
と
は
紫
菀
な
り
。
物
わ
す
れ
せ
ず
と
い
へ
り
。
わ
す
れ
草

の
一
の
名
を
ば
し
の
ぶ
草
と
い
へ
り
。
屋
の
軒
、
住
吉
の
き
し
な
ど
に
生
ふ
と
よ
め
り
。
二
條
后
の
御
方
よ
り
わ
す
れ
草
を
ば
し
の

ぶ
草
と
い
ふ
と
て
、
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
、
在
五
中
将
の
よ
め
り
け
る
歌

　
　
　
　

わ
す
れ
ぐ
さ
生
ふ
る
野
べ
と
は
み
ゆ
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
後
も
た
の
ま
む

　
　

と
い
ひ
入
れ
け
り
と
伊
勢
物
語
に
み
え
た
り
。

と
、
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
り
、「
憂
き
事
を
忘
れ
る
草
」
即
ち
「
恋
」
な
ど
に
関
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
内
裏
名
所
百
首
』
に
お
い
て
「
天
の
香
具
山
」
題
で
詠
ま
れ
て
い
る
家
隆
の
歌
が
「
恋
」
を
象
徴
さ
せ
る
よ
う
な

「
忘
れ
草
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
は
珍
し
い
。

　

ま
た
、
当
該
歌
に
非
常
に
似
て
い
る
歌
が
『
歌
枕
名
寄
』
に
存
在
す
る
。

　
　

君
に
わ
が
つ
け
し
こ
こ
ろ
や
忘
れ
草
日
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
あ
ま
の
か
ぐ
山
（
香
具
山
／
家
隆
／
二
九
三
九
）

こ
ち
ら
も
家
隆
の
作
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
伝
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
恋
の
歌
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
藤
原
家
隆
の
本
歌
取
り
に
関
す
る
調
査
と
研
究
（
二
）
―
第
一
部
家
隆
の
本
歌
取
り
一
覧
（
下
）
）
23
（
―
」
に
お
い
て
、
西
畑

実
氏
は
「
春
過
ぎ
て
夏
き
に
け
ら
し
し
ろ
た
へ
の
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
か
ぐ
山
（
持
統
天
皇
）」
を
本
歌
と
す
る
家
隆
の
歌
が
四
首
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
四
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

い
ま
よ
り
は
あ
き
か
ぜ
た
ち
ぬ
し
ろ
た
へ
の
こ
ろ
も
ふ
き
ほ
せ
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
（
建
暦
二
年
九
月
二
十
八
日
内
裏
秋
十
首
）

　
　

な
つ
ご
ろ
も
い
つ
か
は
と
き
を
わ
す
れ
ぐ
さ
ひ
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
（
建
保
三
年
十
一
月
頃
内
裏
名
所
百
首
）

　
　

し
ろ
た
へ
の
こ
ろ
も
ほ
す
て
ふ
山
が
つ
の
か
き
つ
の
た
に
は
日
か
げ
や
は
さ
す
（
嘉
禄
元
年
道
助
法
親
王
家
十
首
）
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春
を
を
し
み
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
袖
ぬ
れ
ぬ
あ
す
は
う
づ
き
の
こ
ろ
も
ほ
す
と
も
（
落
素
百
首
）

当
該
歌
は
二
番
目
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
歌
は
他
の
三
首
に
比
べ
て
次
の
歌
の
方
が
よ
り
関
係
が
深
い
歌
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

忘
れ
草
我
が
紐
に
付
く
香
久
山
の
古
り
に
し
里
を
忘
れ
ん
が
た
め
（
萬
葉
集
三
／
三
三
四
／
大
伴
旅
人
）

　

家
隆
と
同
じ
く
旅
人
の
和
歌
は
「
忘
れ
草
」「
紐
（
日
も
）」「
香
具
山
」
の
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。

　

家
隆
が
参
考
、
も
し
く
は
着
想
を
得
た
の
は
持
統
天
皇
の
和
歌
で
は
な
く
、
旅
人
の
和
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
）
24
（

か
。『
歌
枕
名
寄
』
に
お

い
て
当
該
歌
は
二
九
三
九
と
し
て
入
集
さ
れ
て
お
り
、
二
九
三
八
に
は
「
わ
す
れ
草
わ
が
ひ
も
に
つ
く
か
ぐ
山
の
ふ
り
に
し
里
の
わ
す
れ

じ
が
た
め
」
が
「
万
三　

萱
草　

古
郷
」
と
し
て
入
集
し
て
い
る
。
二
九
三
八
は
作
者
名
が
な
い
が
こ
れ
は
旅
人
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
歌
枕
名
寄
』
を
編
ん
だ
後
代
の
人
物
は
少
な
く
と
も
家
隆
と
旅
人
の
歌
に
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
望
郷
の
心
を
恋
の
思
い
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
の
が
旅
人
の
和
歌
で
、
夏
の
夕
暮
に
思
い

を
馳
せ
る
心
を
恋
の
思
い
に
な
ぞ
ら
え
た
の
が
家
隆
の
和
歌
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
定
家
自
身
は
「
天
の
香
具
山
」
を
詠
む
と
き
に
ど
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
た
の
か
。

　

彼
の
「
天
香
具
山
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
は
、
二
首
し
か
管
見
に
入
ら
な
い
。
家
隆
と
同
じ
く
内
裏
名
所
百
首
で
詠
ん
だ
一
二
二
六
で

は
、

　
『
拾
遺
愚
草
』

　
　

一
二
二
六　

五
月
雨
は
あ
ま
の
か
ぐ
山
空
と
ぢ
て
雲
ぞ
か
か
れ
る
峰
の
ま
さ
か
き
（
内
裏
百
首
／
夏
十
首
／
天
香
具
山
）

　
　

二
一
五
八　

花
ざ
か
り
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
峰
白
妙
の
あ
ま
の
か
ぐ
山

 

（
部
類
歌
／
春
／
建
仁
二
年
三
月
、
三
体
と
か
や
お
ほ
せ
ら
れ
て
め
さ
れ
し
、
春
歌
）

　

家
隆
と
同
じ
く
内
裏
名
所
百
首
で
詠
ん
だ
『
拾
遺
愚
草
』
一
二
二
六
で
は
俊
成
の
歌
「
雪
降
れ
ば
峯
の
真
榊
埋
も
れ
て
月
に
み
が
け
る

天
の
香
久
）
25
（
山
」
を
参
考
に
し
て
お
り
、
二
一
五
八
に
関
し
て
は
持
統
天
皇
の
「
は
る
す
ぎ
て
な
つ
き
た
る
ら
し
し
ろ
た
へ
の
こ
ろ
も
ほ
し

た
り
あ
め
の
か
ぐ
や
ま
」
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
）
26
（
る
。
定
家
歌
は
「
霞
の
衣
」
が
「
香
具
山
の
峰
」
に
掛
か
る
「
白
妙
」
の
よ
う



（ 　 ）

愛知県立大学大学院国際文化研究科論集第18号（2017）

一
〇

217

だ
、
と
い
っ
て
い
る
が
、「
霞
」
と
「
白
妙
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
は
定
家
以
前
に
六
首
（
重
複
歌
を
除
く
と
四
首
）
し
か
な
く
、
こ
の

内
、「
白
妙
の
ゆ
き
に
霞
も
み
よ
し
の
の
か
さ
ね
て
け
ふ
や
立
ち
は
じ
む
ら
ん
」（
海
人
手
古
良
集
／
一
）
以
外
は
す
べ
て
長
歌
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
海
人
手
古
良
集
は
「
白
妙
」
を
「
雪
」
に
見
立
て
、「
御
吉
野
」
が
「
雪
に
よ
っ
て
霞
」
と
述
べ
て
お
り
、
定
家
の
発
想
と

は
違
う
。
定
家
は
「
香
具
山
歌
」
即
ち
「
旅
人
歌
」
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
た
め
、
家
隆
の
発
想
の
よ
う
な
語
句
の
使
い
方
に
気
が
付

か
ず
、「
此
事
堅
固
不
覺
候
。
必
可
承
候
」
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

四

　
『
名
所
百
首
哥
之
時
與
家
隆
卿
内
談
事
』
に
お
い
て
「
さ
か
き
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
ゞ
み　

見
及
び
た
る
心
地
も
し
候
は

ず
。」
と
あ
る
。
こ
の
本
文
中
の
引
用
歌
は
、
家
隆
の
『
内
裏
名
所
百
首
』
四
六
三
番
歌
「
さ
か
木
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
が
み

そ
の
山
の
は
と
月
も
く
も
ら
ず
」
で
あ
り
、
こ
の
和
歌
に
対
し
て
「
見
及
た
る
心
地
も
し
候
は
ず
」
と
し
、「
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な

い
も
の
で
あ
る
」
と
定
家
は
言
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
の
歌
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
九
、
神
祇
、
五
五
四
番
歌
と
し
て
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』
撰
進
時
の
定
家
の

評
価
は
高
か
っ
た
、
と
い
え
る
。

　

以
下
に
『
内
裏
名
所
百
首
』
の
「
三
室
山　
山
城
」
を
挙
げ
る
。

　
　

四
五
七　

み
む
ろ
山
神
の
い
が
き
に
は
ふ
く
ず
の
う
ら
吹
き
か
へ
す
秋
の
夕
か
ぜ

　
　

四
五
八　

か
ね
て
だ
に
う
つ
ろ
ひ
そ
め
し
み
む
ろ
山
下
草
か
け
て
時
雨
ふ
る
比

　
　

四
五
九　

み
む
ろ
山
し
ぐ
れ
も
や
ら
ぬ
雲
の
色
の
を
の
れ
う
つ
ろ
ふ
秋
の
夕
ぐ
れ

　
　

四
六
〇　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
の
さ
か
木
ば
の
か
は
ら
ぬ
色
に
か
は
る
秋
風

　
　

四
六
一　

三
室
山
ふ
も
と
の
を
ば
な
霜
が
れ
て
嵐
の
そ
こ
に
よ
わ
る
虫
の
音
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四
六
二　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
さ
か
木
そ
れ
の
み
や
残
る
も
し
る
き
秋
の
も
み
ぢ
ば

　
　

四
六
三　

さ
か
木
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
鏡
そ
の
山
の
は
と
月
も
く
も
ら
ず

　
　

四
六
四　

吹
ま
ま
に
木
の
葉
や
た
へ
ぬ
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
に
残
る
秋
か
ぜ

　
　

四
六
五　

ち
ら
す
な
よ
秋
の
は
も
り
の
神
が
き
の
み
む
ろ
の
山
は
嵐
吹
く
と
も

　
　

四
六
六　

よ
そ
に
や
は
ち
る
紅
葉
ば
を
み
む
ろ
山
秋
行
く
袖
を
吹
く
嵐
か
な

　
　

四
六
七　

み
む
ろ
山
木
の
は
も
色
や
い
そ
ぐ
ら
ん
わ
が
袖
の
み
の
時
雨
な
ら
ず
は

　
　

四
六
八　

三
室
山
神
も
し
る
ら
む
君
が
代
に
草
葉
も
も
れ
ぬ
露
の
め
ぐ
み
）
27
（

を

　
「
天
の
香
久
山
」
と
同
様
に
「
三
室
山
」
も
伝
統
的
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
歌
論
書
や
歌
学
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
『
奥
義
抄
』
に
は
「
出
萬
葉
集
所
名　
普
通
名
所
注
不　

み大
和

も
ろ見
毛
呂

山　味酒
」
と
あ
り
、『
和
歌
初
学
）
28
（
抄
』
に
は
「
所
名　

山
大
和　

み
む
ろ
山　

神
ノ
ミ
ム
ロ
ニ
ソ
フ
」
と
さ
れ
「
兩
所
ヲ
詠
歌　

山　

萬
葉　

み
む
ろ
な
る
み
わ
や
ま
み
れ
ば
か
く
ら
く
の
は
つ
せ
の
ひ
ば
ら
お
も
ほ
ゆ

る
か
な
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
和
歌
色
葉
』
に
は
「
又
國
々
の
中
に
所
々
の
名
あ
り
。
ふ
る
く
よ
り
み
な
人
の
よ
み
お
き
、
き
ゝ
な
れ
た

る
は　

山　

み
む
ろ
山
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
万
葉
の
頃
か
ら
既
に
詠
ま
れ
て
い
る
言
葉
と
し
て
歌
学
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　
「
三
室
山
」
は
「
た
つ
た
河
も
み
ぢ
ば
流
る
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し
」（
古
今
集
／
よ
み
人
し
ら
ず
／
二
八
四
）「
あ

ら
し
ふ
く
み
む
ろ
の
山
の
も
み
ぢ
ば
は
た
つ
た
の
か
は
の
に
し
き
な
り
け
り
」（
後
拾
遺
和
歌
集
／
秋
下
／
永
承
四
年
内
裏
歌
合
に
よ
め

る
／
能
因
法
師
／
三
六
六
）
な
ど
か
ら
「
神
」
に
関
す
る
こ
と
や
「
紅
葉
」
に
関
す
る
語
句
を
一
緒
に
詠
み
込
む
こ
と
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、『
内
裏
名
所
百
首
』
で
は
、
家
隆
の
四
六
三
番
歌
以
外
は
、
神
に
関
す
る
こ
と
や
「
時
雨
」
や
「
紅

葉
」、「
虫
の
音
」
な
ど
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
当
該
歌
は
、「
月
」
に
「
鏡
」
を
見
立
て
て
お
り
、
独
自
の
発
想
が
表

れ
て
い
る
。

　

岩
崎
禮
太
郎
氏
は
、「
名
所
和
歌
に
お
け
る
独
創
性
と
歌
人
的
特
色
―
建
保
期
を
中
心
と
し
て
）
29
（
―
」
に
お
い
）
30
（
て
、
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③
さ
か
き
と
り
か
け
し
三
室
の
ま
す
鏡
そ
の
山
の
は
と
月
も
曇
ら
ず
（
新
勅
撰
・
神
祇
・
入
集
）

　
　
　
（
参
考
歌
）
千
載
・
秋
上
・
基
俊
「
山
の
端
に
ま
す
み
の
鏡
か
け
た
り
と
み
ゆ
る
は
月
の
出
づ
る
な
り
け
り
」

　
　

と
詠
ん
で
「
ま
す
鏡
」
を
詠
み
入
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
家
隆
の
歌
は
、
定
家
が
「
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
」
の

「
二
見
浦
」
の
歌
に
お
い
て
、

　
　
　

ま
す
鏡
二
見
の
浦
に
み
が
か
れ
て
神
が
き
き
よ
き
夏
の
夜
の
月

　
　

と
詠
ん
で
い
る
の
に
影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

岩
崎
氏
は
参
考
歌
と
し
て
『
千
載
和
歌
集
』
二
八
七
番
の
藤
原
基
俊
の
和
歌
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

山
の
端
に
ま
す
み
の
鏡
か
け
た
り
と
み
ゆ
る
は
月
の
出
づ
る
な
り
け
り
（
千
載
・
秋
上
・
基
俊
）

　

し
か
し
、
定
家
が
「
見
及
た
る
心
地
も
し
候
は
ず
」
と
家
隆
の
和
歌
を
評
し
た
の
は
、
基
俊
の
和
歌
と
「
ま
す
み
の
鏡
（
ま
す
鏡
）」

と
「
山
の
端
」、「
月
」
が
共
通
す
る
と
し
て
も
、
類
似
の
和
歌
と
は
考
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
基
俊
の
和
歌
に

な
い
部
分
を
定
家
は
家
隆
の
和
歌
に
見
出
し
評
価
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
定
家
が
基
俊
の
こ
の
和
歌
を
見
落

と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
定
家
が
『
千
載
和
歌
集
』
に
入
っ
て
い
る
和
歌
を
見
落
す
と
は
考
え
に
く
い
。

　

次
に
、
岩
崎
氏
は
、
定
家
の
「
ま
す
鏡
二
見
の
浦
に
み
が
か
れ
て
神
が
き
き
よ
き
夏
の
夜
の
月
」
に
影
響
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
も
し
定
家
の
歌
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
基
俊
の
和
歌
と
同
様
、「
見
及
た
る
心
地
も
し
候
は

す
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
家
隆
の
着
想
や
語
彙
使
用
の
感
覚
は
ど
こ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
岩
崎
氏
は
同
論
に
お
い
て
、

　
　

②
ち
は
や
ぶ
る
神
の
み
む
ろ
の
ま
す
鏡
か
け
て
い
く
夜
の
か
げ
を
こ
ふ
ら
む
（
続
千
載
・
神
祇
・
入
集
）

　
　
（
参
考
歌
）
万
葉
・
巻
十
四
・
三
四
六
八
「
山
鳥
の
尾
ろ
の
初
麻
に
鏡
懸
け
唱
ふ
べ
み
こ
そ
汝
に
寄
そ
り
け
め
」（
中
略
）

　
　

家
隆
は
特
に
建
保
期
以
来
、
万
葉
集
の
歌
を
本
歌
と
す
る
歌
を
多
く
詠
ん
で
い
る
。
さ
き
に
（
参
考
歌
）
と
し
て
あ
げ
た
万
葉
集
の
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「
山
鳥
の
尾
ろ
の
初
麻
に
鏡
か
け
…
…
」
の
歌
に
接
し
た
家
隆
は
、
鏡
を
か
け
て
神
を
祭
る
こ
と
と
「
御
室
山
」
と
を
結
び
つ
け
て

②
の
歌
を
詠
み
、
次
に
「
御
室
山
」
の
「
ま
す
み
の
鏡
」
と
、
自
己
の
好
み
で
あ
る
清
澄
な
月
と
を
関
連
づ
け
た
③
（
稿
者
注
：
既

に
引
用
し
た
「
さ
か
き
と
り
か
け
し
三
室
の
」
の
歌
）
の
歌
を
詠
み
、
更
に
そ
の
境
地
を
愛
す
る
心
を
持
ち
続
け
、
そ
の
後
④
の
歌

や
そ
の
次
に
揚
げ
た
「
山
ど
り
の
は
つ
を
の
あ
き
の
ま
す
か
が
み
…
…
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
独
自
性
に
は
注
目
す

べ
き
も
の
が
あ
）
31
（

る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
内
裏
名
所
百
首
』
は
建
保
三
年
十
月
廿
四
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
家
隆
が
万
葉
集
の
歌
を
本
歌
と
し
た
と
、
岩
崎
氏
が

考
察
さ
れ
た
②
③
④
の
関
連
性
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、『
萬
葉
集
全
歌
講
義
（
巻
第
十
三
・
巻
第
十
四
）
第
七
）
32
（
巻
』「
山
鳥
の
…
…
」
の
和
歌
の
歌
意
に
お
い
て
、「「
初
麻
に
鏡
を
掛

け
て
唱
え
る
」
儀
礼
を
、
祝
婚
の
祭
儀
と
み
る
説
（
全
訳
注
）、「
ア
サ
の
収
穫
を
祝
う
家
の
祭
り
で
あ
ろ
う
」（
全
注
釈
）
説
な
ど
が
あ

る
。
後
者
は
、
家
の
祭
り
を
行
う
の
は
女
の
役
目
だ
か
ら
と
い
う
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
語
釈
に
お
い
て
は
「
初
麻
に
鏡
掛
け　
「
初

麻
」
は
、
そ
の
年
に
初
め
て
収
穫
し
た
麻
。
初
麻
に
鏡
を
掛
け
る
の
は
神
祭
り
の
儀
礼
。
麻
も
鏡
も
神
へ
の
捧
げ
も
の
。」
と
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
鏡
を
か
け
る
」
と
い
う
意
味
が
神
祇
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
万
葉
集
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
岩
崎
氏
の

「
山
鳥
の
…
…
」
と
「
御
室
山
」
を
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
成
立
年
不
明
の
『
内
裏
名
所
百
首
）
33
（
注
』
に
お
い
て
も
、
当
該
歌
を
「
昔
は
神
の
社
を
は
室
と
申
也
歌
の
心
は
御
室
山
の
神
祭
榊

に
鏡
を
か
け
て
舞
遊
ふ
と
也
今
は
さ
も
な
け
れ
は
月
も
鏡
と
し
て
雲
ら
す
と
読
め
り
其
山
の
は
と
は
昔
は
鏡
今
は
月
影
を
く
も
ら
す
ま
も

れ
と
な
り
」
と
記
述
す
る
部
分
が
あ
る
。

　

そ
れ
故
、
三
室
山
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
家
隆
の
頃
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、『
万
葉
集
』
の
「
山
鳥
の
…
…
」
の
和
歌
が
神
祇
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

家
隆
が
着
想
を
得
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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し
か
し
、
そ
れ
に
比
較
し
て
田
村
柳
壱
氏
は
「『
定
家
物
語
』
再
吟
味
―
定
家
の
著
作
と
し
て
読
解
す
る
試
み
）
34
（

―
」
に
お
い
て
、「
祝
部

ら
が
斎
ふ
三
諸
の
真
澄
鏡
懸
け
て
ぞ
偲
ぶ
逢
ふ
人
ご
と
に
」
は
「
さ
か
き
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
ゞ
み
」
の
本
歌
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
家
隆
の
万
葉
受
容
―
歌
枕
を
通
し
て
み
る
）
35
（

―
」
に
お
い
て
、
松
井
律
子
氏
も
、「
家
隆
の
万
葉
享
受
が
最
も
顕
著
な
百
首
歌
は

家
隆
（
五
七
歳
）
の
「
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
」（
内
大
臣
家
百
首
と
も
）
と
「
洞
院
摂
政
家
百
首
」（
七
三
歳
）
で
あ
る
。」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
『
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
』
は
建
保
三
年
九
月
の
こ
と
で
あ
り
、『
内
裏
名
所
百
首
』
と
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
家
隆
は
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
お
い
て
も
万
葉
摂
取
を
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
え
た
。
ま
た
、
同
論
に
お
い
て
松
井
氏
は
家

隆
が
万
葉
受
容
し
た
歌
枕
を
表
に
し
て
お
り
、『
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
』
に
お
い
て
「
三
室
の
ま
す
鏡
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

・
ち
は
や
ぶ
る
神
の
み
室
の
ま
す
鏡
か
け
て
い
く
世
の
か
げ
を
恋
ふ
ら
ん

 

（
壬
二
集
／
光
明
峯
寺
入
道
摂
政
家
百
首
／
恋
／
寄
名
所
／
六
七
二
）

　

・
は
ふ
り
ら
が
い
つ
く
み
も
ろ
の
ま
そ
か
が
み
か
け
て
し
の
ひ
つ
あ
ふ
ひ
と
ご
と
に
（
万
葉
集
／
寄
物
陳
思
／
二
九
八
一
）

　
『
万
葉
集
』
二
九
八
一
で
使
用
し
て
い
る
歌
枕
を
壬
二
集
六
七
二
で
使
用
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
）
36
（
る
。

　

田
村
・
松
井
氏
は
家
隆
の
和
歌
と
同
じ
言
葉
を
持
つ
和
歌
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
家
隆
の
当
該
歌
に
対
す
る
影
響
は
、
言
葉
の

取
り
合
わ
せ
な
ど
か
ら
田
村
・
松
井
氏
の
挙
げ
る
万
葉
集
二
九
八
一
の
歌
の
方
が
岩
崎
氏
の
挙
げ
る
基
俊
の
歌
よ
り
近
い
と
考
え
る
。

　

で
は
、
定
家
は
「
三
室
」
を
ど
の
よ
う
に
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
拾
遺
愚
草
』

一
四
九　
　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
の
い
か
な
ら
む
時
雨
も
と
行
く
秋
の
暮
か
な
（
二
見
浦
百
首
／
秋
廿
首
）

一
二
三
九　

み
む
ろ
山
し
ぐ
れ
も
や
ら
ぬ
雲
の
色
の
お
の
れ
う
つ
ろ
ふ
秋
の
夕
暮
（
内
裏
百
首
／
秋
廿
首
／
三
室
山
）

一
四
三
八　

時
雨
れ
つ
つ
袖
だ
に
ほ
さ
ぬ
秋
の
日
に
さ
こ
そ
三
室
の
山
は
そ
む
ら
め
（
関
白
左
大
臣
家
百
首
／
紅
葉
）

一
五
〇
〇　

ひ
さ
に
ふ
る
三
室
の
山
の
榊
ば
ぞ
月
日
は
ゆ
け
ど
色
も
か
は
ら
ぬ
（
関
白
左
大
臣
家
百
首
／
祝
）

一
七
六
八　

う
ご
き
な
き
君
が
み
む
ろ
の
山
水
に
い
く
千
世
法
の
す
ゑ
を
む
す
ば
ん
（
仁
和
寺
宮
五
十
首
／
祝
）
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一
八
一
六　

神
さ
び
て
い
は
ふ
み
む
ろ
の
年
ふ
り
て
猶
ゆ
ふ
か
く
る
松
の
白
雪
（
院
五
十
首
／
冬
）

二
二
四
六　

あ
き
の
嵐
一
葉
も
を
し
め
み
む
ろ
山
ゆ
る
す
時
雨
の
染
め
つ
く
す
ま
で
（
正
治
二
年
九
月
院
初
度
百
首
／
山
嵐
）

二
五
七
五　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
の
山
風
の
つ
て
に
も
と
は
ぬ
人
ぞ
恋
し
き
（
恋
／
か
た
お
も
ひ
）

二
七
四
二　

今
朝
ぞ
こ
の
山
の
か
ひ
あ
る
み
む
ろ
山
た
え
せ
ぬ
道
の
跡
を
尋
ね
て
（
雑
／
寄
山
朝
）

二
九
二
四　

神
が
き
や
け
ふ
の
空
さ
へ
ゆ
ふ
か
け
て
み
む
ろ
の
山
の
さ
か
木
ば
の
こ
ゑ
（
雑
／
夕
神
楽
）

　
『
拾
遺
愚
草
員
外
』

八
一　
　
　

う
つ
ろ
は
む
色
を
か
ぎ
り
に
み
む
ろ
山
時
雨
も
し
ら
ぬ
世
を
た
の
む
か
な
（
一
字
百
首
／
恋
）

三
七
〇　
　

お
の
れ
の
み
秋
を
ば
よ
そ
に
み
む
ろ
山
岩
む
す
苔
に
時
雨
ふ
れ
ど
も
（
雑
）

七
〇
六　
　

あ
さ
ま
だ
き
霧
は
こ
め
ね
ど
み
む
ろ
山
秋
の
ほ
の
か
に
た
ち
に
け
る
か
な
（
堀
河
題
百
首
／
秋
廿
首
）

　
　
『
拾
遺
愚
草
』・『
拾
遺
愚
草
員
外
』
に
お
い
て
、
定
家
が
「
三
室
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は
管
見
で
は
全
部
で
十
三
首
存
在
す
）
37
（

る
。

　

定
家
の
歌
に
は
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
お
い
て
家
隆
以
外
の
詠
者
が
詠
ん
で
い
た
よ
う
に
「
三
室
」
で
詠
ま
れ
る
句
で
あ
る
「
時
雨
」

や
「
神
南
備
」
が
目
立
ち
、
夜
の
情
景
や
月
の
情
景
は
見
当
た
ら
ず
、
定
家
歌
と
家
隆
歌
の
違
い
は
「
月
」
の
存
在
が
大
き
い
と
い
え
よ

う
。

　
　
　
　

五

　

本
稿
で
は
定
家
の
言
語
感
覚
を
、『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
の
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
捉
え
ん
と
し
て
き
た
。

　

ま
ず
「
わ
が
物
が
ほ　

此
詞
自
他
雖
非
不
詠
事
候
打
解
詞
候
」
か
ら
、
定
家
と
「
〜
が
ほ
」
表
現
を
考
え
た
。
西
行
の
和
歌
で
「
〜
が

ほ
」
表
現
を
論
じ
た
稲
田
氏
が
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
「
〜
が
ほ
」
表
現
を
論
じ
、
稿
者
も
新
た
に
調
べ
直
し
た
。
そ
の
結
果
、
定
家

に
は
三
回
以
上
使
用
し
た
語
彙
が
な
い
こ
と
か
ら
一
つ
の
気
に
入
っ
た
表
現
を
見
出
し
た
の
で
は
な
く
、
新
た
な
表
現
を
求
め
続
け
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
定
家
は
「
我
が
」 

＋ 

「
竹
」
の
よ
う
に
和
歌
に
お
い
て
は
珍
し
い
造
語
を
「
か
ほ
」
の
上
に
冠

し
、
長
い
一
語
を
形
成
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
定
家
は
弟
子
の
家
良
に
対
す
る
指
導
書
で
あ
る
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
に
お
い
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て
は
力
量
を
勘
案
し
諌
め
、
自
ら
は
新
し
い
表
現
を
求
め
て
「
俗
な
詞
」
を
敢
え
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

続
い
て
定
家
の
発
言
二
つ
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
詠
出
し
た
家
隆
の
歌
は
、
天
の
香
具
山
歌
で
は
「
忘
れ
草
」「
天
の
香
具
山
」、
三
室
山
歌
で
は
「
三
室
」「
鏡
」

な
ど
の
語
句
か
ら
万
葉
歌
を
本
歌
と
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
二
つ
の
歌
は
、
確
か
に
建
保
期
に
お
い
て
、
家
隆
が
万
葉

歌
を
享
受
し
使
用
し
て
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
例
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
部
分
以
外
に
、
定
家
は
『
名
所
百
首
哥
之
時
與
家
隆
卿
内
談
事
』
に
お
い
て
、
家
隆
の
和
歌
を
称
賛
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
白
川
關
と　

御
詠
に
も
能
因
法
し
が
／
候
は
ぬ
こ
そ
う
れ
し
く
候
へ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
隆
の
内
裏
名
所
百
首
「
白

川
の
関
の
白
地
の
唐
錦
月
に
吹
き
し
く
夜
半
の
木
枯
ら
し
」
の
歌
が
、
著
名
な
能
因
の
歌
「
都
を
ば
霞
と
と
も
に
た
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
吹

く
白
河
の
関
」（
建
保
名
所
百
首
／
秋
二
十
首
／
白
河
関
陸
奥
国
／
五
五
九
）
の
表
現
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
喜
ば
し
い
と
し
た
も

の
で
あ
）
38
（
る
。

　

定
家
も
同
題
に
お
い
て
「
白
河
の
関
の
関
守
い
さ
む
と
も
し
ぐ
る
る
秋
の
色
は
と
ま
ら
じ
」（
建
保
名
所
百
首
／
秋
二
十
首
／
白
河
関

陸
奥
国
／
五
五
五
）
と
、
能
因
法
師
と
違
う
詠
み
ぶ
り
を
し
て
い
る
。
能
因
法
師
の
当
該
歌
は
和
歌
説
）
39
（
話
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、「
白

河
関
」
を
詠
む
に
あ
た
り
、
人
々
が
能
因
法
師
の
歌
を
参
考
と
し
て
想
起
す
る
可
能
性
は
他
の
歌
よ
り
も
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
定
家

は
『
順
徳
院
御
百
首
』「
裏
書
」
に
お
い
て
「
元
久
之
比
以
後
、
世
間
哥
仙
不
論
初
学
旧
老
、
詠
哥
一
向
白
き
青
き
嵐
ふ
く
也
吹
嵐
哉
、

此
外
哥
不
候
」・『
名
所
百
首
歌
之
時
与
家
隆
卿
内
談
事
』
に
お
い
て
「
御
詠
に
も
能
因
法
し
が
／
候
は
ぬ
こ
そ
う
れ
し
く
候
へ
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
久
〜
建
保
三
年
に
確
か
に
模
倣
の
風
潮
を
憂
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
定
家
の
家
隆
に
対
す
る

「
似
て
い
な
い
か
ら
良
い
」
と
い
う
称
賛
は
、「
模
倣
を
憂
い
て
い
る
」
と
い
う
考
え
と
一
致
す
る
発
言
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
定
家
は
万
葉
の
表
現
を
享
受
し
使
用
し
な
が
ら
も
、
家
隆
の
表
現
に
着
目
し
さ
ら
に
新
た
な
表
現
を
求
め
続
け
る
と
い
う
和
歌
観
を

持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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資
料
一
：
「
か
ほ
」
表
現
二
七
首

　
『
拾
遺
愚
草
』

五
〇
八　
　

植
ゑ
お
き
し
昔
を
人
に
見
せ
が
ほ
に
は
る
か
に
な
び
く
青
柳
の
糸
（
重
奉
和
早
率
百
首
／
春
）

五
二
九　
　

夜
も
す
が
ら
花
橘
を
吹
く
風
に
わ
か
れ
が
ほ
な
る
暁
の
そ
で
（
重
奉
和
早
率
百
首
／
夏
）

八
四
二　
　

し
ら
菊
の
ち
ら
ぬ
は
の
こ
る
色
が
ほ
に
春
は
風
を
も
う
ら
み
け
る
か
な
（
歌
合
百
首
／
冬
／
残
菊
）

八
六
九　
　

恋
ひ
わ
び
て
わ
れ
と
な
が
め
し
夕
暮
も
な
る
れ
ば
人
の
か
た
み
が
ほ
な
る
（
歌
合
百
首
／
恋
／
夕
恋
）

九
七
六　
　

暁
は
わ
か
る
る
袖
を
と
ひ
が
ほ
に
山
下
風
も
露
こ
ぼ
る
な
り
（
秋
日
侍
太
上
皇
仙
洞
同
百
首
応
製
和
歌
／
恋
十
首
）

一
二
一
一　

し
ほ
が
ま
や
う
ら
み
て
わ
た
る
雁
が
ね
を
も
よ
ほ
し
が
ほ
に
帰
る
浪
か
な
（
初
冬
同
詠
百
首
和
歌
／
春
廿
首
／
鹽
竈
浦
）

一
三
五
七　

か
ぜ
さ
む
み
み
ほ
の
う
ら
わ
を
こ
ぐ
舟
に
山
の
木
の
葉
の
き
ほ
ひ
が
ほ
な
る
（
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
／
冬
十
五
首
）

一
三
九
三　

浪
枕
は
ま
風
し
ろ
く
や
ど
る
月
袖
の
わ
か
れ
の
か
た
見
が
ほ
な
る
（
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
／
雑
十
五
首
）

一
五
〇
五　

山
が
つ
の
そ
の
ふ
に
ち
か
く
ふ
し
な
れ
て
わ
が
竹
が
ほ
に
い
こ
ふ
鶯
（
関
白
左
大
臣
家
百
首
／
春
／
隣
家
竹
鶯
）

一
五
三
七　

袖
ち
か
き
色
や
み
ど
り
の
松
風
に
ぬ
る
る
が
ほ
な
る
月
ぞ
少
き
（
関
白
左
大
臣
家
百
首
／
秋
／
松
間
夜
月
）

一
六
一
五　

あ
さ
露
の
し
ら
ぬ
玉
の
を
あ
り
が
ほ
に
萩
う
ゑ
お
か
む
春
の
籬
に
（
韻
歌
／
春
）

一
七
〇
〇　

滝
の
音
に
あ
ら
し
吹
き
そ
ふ
明
が
た
は
な
ら
は
ず
が
ほ
に
夢
ぞ
驚
く
（
韻
歌
／
山
家
）

一
七
五
二　

秋
風
に
わ
び
て
玉
ち
る
袖
の
上
を
わ
れ
と
ひ
が
ほ
に
や
ど
る
月
か
な
（
仁
和
寺
宮
五
十
首
／
秋
十
二
首
）

一
八
五
九　

秋
の
月
（
忘
却
又
詠
）
袖
に
な
れ
に
し
影
な
が
ら
ぬ
る
る
が
ほ
な
る
布
引
の
滝
（
院
句
題
五
十
首
／
月
照
瀧
水
）

一
八
八
三　

里
わ
か
ぬ
春
の
光
を
し
り
が
ほ
に
や
ど
を
尋
て
き
ゐ
る
鶯
（
女
御
入
内
御
屛
風
歌
／
二
月
／
花
中
鶯
あ
る
所
人
家
あ
り
）

一
九
八
八　

郭
公
な
く
や
さ
月
の
や
ど
が
ほ
に
か
な
ら
ず
匂
ふ
軒
の
た
ち
ば
な
（
詠
花
鳥
和
歌
／
五
月
盧
橘
）

二
〇
二
六　

こ
ぎ
か
へ
る
た
な
な
し
を
舟
お
な
じ
江
に
も
え
て
蛍
の
し
る
べ
が
ほ
な
る
（
仁
和
寺
宮
五
十
首
／
夏
七
首
／
江
蛍
）

二
〇
八
一　

こ
ぎ
よ
せ
て
と
ま
る
と
ま
り
の
松
風
を
し
る
人
が
ほ
に
い
そ
ぐ
暮
か
な
（
権
大
納
言
家
三
十
首
／
旅
泊
）

二
一
一
六　

淡
路
島
ゆ
き
き
の
舟
の
友
が
ほ
に
か
よ
ひ
な
れ
た
る
浦
千
鳥
か
な
（
寛
喜
元
年
十
一
月
女
御
入
内
御
屛
風
和
歌
／
十
月
／
千
鳥
）

二
三
三
九　

を
さ
ま
れ
る
民
の
く
さ
ば
を
み
せ
が
ほ
に
な
び
く
田
の
も
の
秋
の
初
か
ぜ
（
部
類
歌
／
秋
／
内
裏
秋
十
五
首
歌
合
秋
風
）

二
七
七
六　

は
つ
霜
よ
な
れ
の
み
時
は
わ
き
が
ほ
に
人
は
か
ぞ
へ
ぬ
秋
の
暮
か
は

 

（
部
類
歌
／
雑
／
無
常
／
三
位
中
将
な
く
な
り
て
の
秋
、
は
は
の
思
ひ
に
て
こ
も
り
ゐ
た
る
九
月
尽
日
、
山
座
主
に
た
て
ま
つ
る
）
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『
拾
遺
愚
草
員
外
』

六
一　
　

の
こ
り
な
く
暮
れ
ぬ
る
と
し
の
色
が
ほ
に
ひ
と
葉
く
も
ら
ぬ
冬
の
山
か
な
（
冬
／
建
久
元
年
一
字
百
首
）

九
九　
　

心
と
て
我
が
物
が
ほ
に
た
の
め
て
も
つ
ひ
の
す
み
か
の
行
へ
や
は
し
る
（
雑
／
建
久
元
年
一
字
百
首
）

三
四
八　

こ
ゑ
よ
わ
る
む
し
の
鳴
く
ね
の
友
が
ほ
に
風
も
す
く
な
き
な
ら
の
葉
が
し
は

　
（
建
久
三
年
九
月
十
三
夜
、
左
大
将
殿
に
ま
ゐ
り
た
り
し
か
ば
、
に
は
か
に
人
人
め
し
に
つ
か
は
し
て
、
い
ま
こ
ん
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
、
と
い
ふ

歌
を
か
み
に
お
き
て
よ
ま
せ
ら
れ
し
に
、
こ
れ
ら
は
か
き
と
ど
む
べ
き
物
に
も
あ
ら
ね
ど
、
筆
を
だ
に
そ
め
あ
へ
ぬ
み
だ
れ
が
は
し
さ
も
な
か
な
か

や
う
か
は
り
て
や
と
て
）

五
〇
六　

お
ほ
空
に
た
だ
よ
ふ
ほ
ど
も
あ
り
が
ほ
に
う
か
べ
る
ち
り
を
な
に
か
は
ら
は
ん

 

（
法
門
五
首
／
此
身
何
足
恋
、
万
劫
煩
悩
根
、
此
身
何
足
厭
、
一
聚
虚
空
塵
）

五
一
八　

冬
の
木
の
霜
も
た
ま
ら
ず
吹
く
か
ぜ
に
星
の
光
ぞ
ま
さ
り
が
ほ
な
る
（
詠
百
首
和
歌
／
四
季
神
祇
／
風
）

五
八
七　

霞
た
つ
み
ね
の
さ
わ
ら
び
こ
れ
ば
か
り
お
り
し
り
が
ほ
の
宿
も
は
か
な
し
（
詠
百
首
和
歌
／
四
季
神
祇
山
家
）

注（
1
） 

『
藤
原
定
家
の
研
究
』（
石
田
吉
貞 

文
雅
堂
書
店 

１
９
５
７
）

（
2
） 

外
題
が
『
愚
秘
抄
』
と
な
っ
て
い
る
が
内
容
は
『
愚
秘
抄
』
と
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
を
合
綴
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
） 

題
簽
は
『
愚
秘
抄
』（
残
存
の
字
形
よ
り
判
断
。
島
津
氏
も
同
様
の
考
え
で
あ
る
。）
と
な
っ
て
い
る
が
内
容
は
『
三
五
記
』
と
『
衣
笠
内
府
歌
難

詞
』
を
合
綴
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
学
集 

書
目
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
解
題
に
て
島
津
忠
夫
氏
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
5
） 

『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
は
親
本
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
影
印
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
和
歌
に
関
し
て
は
断
り
が
な

い
か
ぎ
り
『
新
編 

国
歌
大
観
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』
を
使
用
す
る
。
網
掛
け
や
傍
線
部
は
私
に
付
す
。

（
6
） 

『
日
本
歌
学
大
系 

別
巻
三
』（
久
曽
神
昇 

風
間
書
房 

１
９
６
４
）
よ
り
引
用
。

（
7
） 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
八
七
『
歌
論
集
』（
橋
本
不
美
男
ら 

小
学
館 

２
０
０
２
）
よ
り
引
用
。

（
8
） 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
〜
か
ほ
」
表
現
に
つ
い
て
は
、「
源
氏
の
こ
と
ば
│
『
…
…
顔
』
に
つ
い
て
│
」（
清
水
婦
久
子
『
日
本
文
学
』
１
９
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８
５
）、「『
│
種
』『
│
顔
』
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
│
源
氏
物
語
の
造
語
法
か
ら
み
て
│
」『
源
氏
物
語
の
展
望 

第
四
巻
』（
神
谷
か
を
る 

三
弥

井
書
店 

２
０
０
８
）、「
中
古
・
源
氏
物
語
・
栄
花
物
語
の
「
〜
顔
（
が
ほ
）」
を
め
ぐ
っ
て
」『
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
』
第
三
九
号
（
白
井

清
子 

２
０
１
４
）
が
あ
る
。

（
9
） 
「
中
古
・
中
世
に
お
け
る
「
〜
顔
（
が
ほ
）」
の
語
構
成
と
語
法
に
つ
い
て
」『
文
芸
研
究
』
第
一
二
四
集
（
漆
谷
広
樹 

日
本
文
芸
研
究
会 

１
９

９
０
）。

（
10
） 

『
中
世
の
抒
情
』
内
「
西
行
の
四
季
歌
に
お
け
る
感
情
内
容
」（
糸
賀
き
み
江 

笠
間
書
院 

１
９
７
９
。
初
出
は
『
共
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第

七
号 

１
９
６
３
）
や
「
西
行
の
『
う
か
れ
出
づ
る
心
』
に
つ
い
て
」『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』（
久
保
田
淳 

東
大
出
版
会 

１
９
７
３
。
初
出
は

『
国
語
と
国
文
学
』
42
・
１
９
６
５
）

（
11
） 

『
西
行
の
和
歌
の
世
界
』（
稲
田
利
徳 

笠
間
叢
書 

笠
間
書
院 

２
０
０
４
）。

（
12
） 

『
西
行
の
和
歌
の
世
界
』
に
お
い
て
、「
西
行
の
和
歌
の
表
現
（
一
）
―
「
〜
が
ほ
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
稲
田
利
徳
『
中
世
文
学
研
究
』
七 

１
９

８
１
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
西
行
の
和
歌
の
世
界
』
に
お
い
て
「
既
発
表
論
文
を
本
書
に
収
め
る
に
際
し
て
は
、
全
体
と
の
統
一
を
は

か
る
た
め
、
補
訂
、
削
除
を
加
え
た
。
さ
ら
に
逐
一
指
示
は
し
て
い
な
い
が
、
論
文
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
後
見
出
し
た
資
料
や
用
例
を
加
味
し
て
、

か
な
り
書
き
改
め
た
も
の
も
あ
る
。」
と
「
所
収
論
文
所
収
一
覧
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
に
関
し
て
は
、「
か
ほ
」
表
現
の
数
は
変
更

さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
） 

似
て
い
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、『
現
存
和
歌
六
帖
』「
ゆ
ふ
ひ
さ
す
を
か
べ
の
ま
つ
の
し
た
つ
つ
じ
と
き
わ
き
が
ほ
に
は
な
さ
き
に
け
り
」（
つ

つ
じ
／
七
一
九
／
為
家
）
が
あ
る
。

（
14
） 

「
〜
が
ほ
」
表
現
は
和
歌
の
み
で
は
な
く
定
家
以
前
の
、
歌
論
書
や
歌
合
判
詞
に
も
散
見
さ
れ
る
。
本
来
は
、
こ
う
し
た
表
現
に
も
言
及
す
べ
き

だ
が
既
に
多
く
の
言
及
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
譲
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
例
え
ば
、『
歌
論
歌
学
集
成
第
十
巻
』
の
『
井
蛙
抄
』「
な
に
が
ほ
」

の
補
注
一
八
に
お
い
て
校
注
者
で
あ
る
小
林
強
氏
・
小
林
大
輔
氏
は
、「
か
ほ
」
表
現
の
使
用
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
15
） 

『
中
世
の
文
学 

歌
論
集
（
一
）』
内
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
の
頭
注
。

（
16
） 

定
家
が
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、「
定
家
の
名
所
歌
│
内
裏
名
所
百
首
を
中
心
と
し
て
│
」（
田
中

初
恵
『
中
世
文
学
』
三
二
号 

中
世
文
学
会 

１
９
８
７
）
や
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』（
田
村
柳
壱 

笠
間
書
院 

１
９
９
８
）
な
ど
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
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（
17
） 

田
村
氏
は
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』（『
明
月
記
』
の
本
文
を
国
書
刊
行
本
に
拠
り
、
今
川
文
雄
氏
『
訓
読
明
月
記
』
を
参
照
し
校
訂
）
に
お
い

て
「「
前
宮
内
」
と
記
さ
れ
た
家
隆
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
使
用
す
る
『
翻
刻 

明
月
記
二 

自 

承
元
元
年
／
至 

嘉
禄
二
年
』
に
お
い

て
は
当
該
箇
所
を
一
条
兼
良
抄
出
『
明
月
記 

歌
道
事
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵 

中
院
通
勝
写 

中
院
Ⅳ
一
六
五
）
に
よ
り
、「
前
宮
内
行
能
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
図
書
館
電
子
版
に
て
確
認
を
し
た
。
さ
ら
に
、『
明
月
記
』
建
保
三
年
九
月
十
三
日
の
条
に
お
い
て
、

「
予
・
宮
内
卿
・
丹
波
前
司
知
家
朝
臣
・
少
納
言
信
定
朝
臣
追
参
在
座
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
九
月
十
三
日
と
九
月
二
十
三
日
で
は
「
前
丹
波
」
は
共

に
知
家
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
十
日
の
間
に
官
位
の
変
更
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
た
め
、「
宮
内
卿
」
と
「
前
宮
内
」
は
別
の
人
物
を
指
す
と
考

え
、「
宮
内
卿
」
は
家
隆
を
指
し
、「
前
宮
内
」
は
行
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
ま
た
、『
内
裏
名
所
百
首
』
冒
頭
に
あ
る
作
者
十
二
名
を
挙
げ
て
い

る
個
所
に
お
い
て
も
、「
宮
内
卿
藤
原
家
隆
」
と
「
前
丹
波
守
藤
原
知
家
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
判
断
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
18
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
別
巻
三
『
翻
刻 

明
月
記
二 

自 

承
元
元
年
／
至 

嘉
禄
二
年
』（
朝
日
新
聞
社
、
２
０
１
４
）
を
使
用
し
た
。

（
19
） 

田
村
柳
壱
氏
（『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』）・
赤
羽
淑
氏
（『
西
行
上
人
談
抄
・
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』（
福
武
書
店 

１
９
８
３
）
は
名
所
題
を
進

上
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
20
） 

『
古
典
文
庫
』
第
四
九
六
（
森
本
元
子
・
田
村
柳
壹
編 

１
９
８
８
）
を
使
用
す
る
。
和
歌
は
、
女
房
（
順
徳
院
の
隠
名
）・
行
意
・
定
家
・
家

衡
・
俊
成
御
女
・
兵
衛
内
侍
・
家
隆
・
忠
定
・
知
家
・
範
宗
・
行
能
・
康
光
の
順
。

（
21
） 

『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
（
佐
佐
木
信
綱 
文
明
社 

１
９
４
０
）
よ
り
引
用
。

（
22
） 

『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
（
佐
佐
木
信
綱 
文
明
社 

１
９
４
１
）
よ
り
引
用
。

（
23
） 

『
樟
蔭
国
文
学
』
一
二
（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学 

１
９
７
４
）。

（
24
） 

『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』
に
お
い
て
田
村
柳
壱
氏
は
旅
人
の
歌
を
本
歌
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
深
く
は
考
察
し
て
い
な
い
。

（
25
） 

「
訳
注 

藤
原
定
家
全
歌
集
」
に
お
い
て
久
保
田
淳
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
26
） 

（
25
）に
同
じ
。

（
27
） 

（
21
）に
同
じ
。

（
28
） 

『
日
本
歌
学
大
系
』
第
二
巻
、『
和
歌
初
学
抄
』（
佐
佐
木
信
綱 

文
明
社 
１
９
４
０
）
よ
り
引
用
。

（
29
） 

『
日
本
文
学
研
究
』
二
五
（
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

１
９
８
９
）。

（
30
） 

①
「
景
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
」
②
「
内
大
臣
家
百
首
」
③
「
内
裏
名
所
百
首
」
④
「
洞
院
摂
政
家
百
首
」
に
て
詠
ん
だ
こ
と
を
指
す
。
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（
31
） 

④
筑
波
嶺
の
山
鳥
の
尾
の
ま
す
鏡
か
け
て
出
で
た
る
秋
の
月
影
（
洞
院
摂
政
家
百
首
、
秋
、
月
）（
続
古
今
・
秋
上
・
入
集
）

（
32
） 

『
萬
葉
集
全
歌
講
義
（
巻
第
十
三
・
巻
第
十
四
）』
第
七
巻
（
阿
蘇
瑞
枝 

笠
間
書
院 

２
０
１
１
）。

（
33
） 
『
内
裏
名
所
百
首
注
：
疎
竹
文
庫
蔵
』（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
三
五 

臨
川
書
店 

１
９
８
２
）
よ
り
引
用
。

（
34
） 
『
古
典
論
叢
』
第
一
四
号
（
古
典
論
叢
会 

１
９
８
４
）。

（
35
） 
『
就
実
表
現
文
化
』
第
四
号
（
就
実
大
学
表
現
文
化
学
会 

２
０
０
０
）。

（
36
） 

壬
二
集
六
七
二
の
本
歌
や
参
考
歌
が
万
葉
集
二
九
九
三
と
い
う
意
味
合
い
で
示
さ
れ
て
い
る
と
は
稿
者
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
松
井
氏

は
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
表
示
を
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
同
様
に
（
二
九
九
三
／
二
九
八
一
）
の
二
つ
を
記
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
本
稿
に
お
い

て
、
歌
番
号
は
二
九
九
三
の
一
つ
の
み
を
記
す
。

（
37
） 

「
み
む
ろ
」
は
他
に
「
仁
和
寺
」
を
指
す
こ
と
が
あ
る
為
、
本
稿
で
は
歌
意
か
ら
「
奈
良
の
三
室
」
を
示
す
歌
だ
け
を
数
え
た
。

（
38
） 

『
歌
論
集
（
一
）』
内
『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
の
頭
注
に
お
い
て
も
、
こ
の
白
河
の
関
の
和
歌
と
は
、「
白
河
の
関
の
し
ろ
ぢ
の
か
ら
に
し
き
月
に

吹
き
し
く
夜
は
の
木
が
ら
し
」（
建
保
名
所
百
首
／
秋
二
十
首
／
白
河
関
陸
奥
国
／
五
五
九
）
を
指
す
と
し
て
い
る
。

（
39
） 

『
無
名
抄
』「
頼
政
の
歌
、
俊
恵
選
ぶ
こ
と
」
に
お
い
て
、

 

　

建
春
門
女
院
の
殿
上
の
歌
合
に
、
関
路
落
葉
と
い
ふ
題
に
、
頼
政
卿
の
歌
に
、

　
　
　

 　

都
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
見
し
か
ど
も
紅
葉
散
り
敷
く
白
河
の
関

　
　
　

 

と
詠
ま
れ
て
侍
り
し
を
、
そ
の
度
こ
の
題
の
歌
を
あ
ま
た
詠
み
て
、
当
日
ま
で
思
ひ
患
ひ
て
、
俊
恵
を
呼
び
て
見
せ
ら
れ
け
れ
ば
、「
こ
の
歌

は
、
か
の
能
因
『
秋
風
ぞ
吹
く
白
河
の
関
』
と
い
ふ
歌
に
似
て
侍
り
。（
以
下
略
）

 

と
あ
る
。

参
考
資
料

：
翻
刻
（
時
雨
亭
文
庫
本
）
及
び
校
異
（
時
雨
亭
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
）

〈
凡
例
〉

　

底
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
学
集 

書
目
集
』
を
使
用
。
校
合
を
す
る
際
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
久
保
田
淳
氏
翻
刻
『
歌
論
集
（
一
）
中
世

の
文
学
』
内
『
衣
笠
内
府
歌
詞
』）
を
使
用
し
た
。

　
「 

」 

」
が
頁
の
変
わ
り
目
。
頁
ご
と
に
異
同
を
ま
と
め
、
番
号
を
付
し
て
、「（
時
雨
亭
文
庫
本
） 

－ （
宮
内
庁
書
陵
部
本
）」
の
順
番
で
記
し
た
。
丁
数
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は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
学
集 

書
目
集
』
に
合
わ
せ
た
。

　
（
各
種
記
号
に
つ
い
て
）

＊
一
般
的
な
割
書
き
と
同
じ
位
置
に
あ
る
が
、
右
側
だ
け
に
位
置
し
、
字
の
大
き
さ
は
他
の
本
文
と
相
違
な
い
。

　

▼
本
文
上
、
他
の
字
面
と
異
に
す
る
箇
所
。
各
頁
の
校
異
の
後
に
詳
細
を
述
べ
る
。

　

■
欠
字

〈
翻
刻
〉

衣
笠
内
府
哥
難
詞
中
納
言
入
道
殿

奥
山
の
谷
の
杉
生
の
朝
あ
け
に
ひ
と
り
き
ゝ
つ
る
時
鳥
哉①

朝
曙
を
七
文
字
に
詠
之
時
あ
さ
け
の
風
は
と
よ
み
候
實

正
の
字
は
あ
さ
あ
け
に
候
此
詞
猶
三
字
に
詠
て
あ
の

字
書
加
候
時
七
字
は
八
字
に
成
候
は
き
ゝ
よ
く
候
此
あ

字
を
五
字
に
仕
候
事②

頗
不
甘
心
思
給
候

五
月
雨
に
わ
た
る
あ
さ
せ
も
な
か
り
け
り
み
な
ふ
ち
山
の
谷
川
の
水

み
な
ふ
ち
山
の
谷
其
謂
候
名
所
頗
不
庶
幾
候

な
か
れ
い
つ
る
浦
山
河
の
お
ち
あ
ひ
に
ひ
か
た
す
く
な
き
五
月
雨
の
比

浦③

山
川
雖
安
程
事
候
三
代
集
▼
の④

外
詞
頗
立
耳
歟　
　

」（
三
三
オ
）

　
　

①
哉
│
か
な　

②
事
│
　

③
浦
山
河
│
浦
山
川　

④
の
│
之　

▼
「
の
」
に
「
＼
」
が
引
か
れ
て
い
る
。

わ
か
物
か
ほ　

＊
此
詞
自
他
雖
非
不
詠
事
候
打
解
詞
候

つ
か
ね
を　

＊
束
緒　

雖
古
今
哥
詞
頗
無
品
物
候

お
く
の
え
ひ
す
の
は
な
れ
し
ま　

夷
嶋
疎
遠
候

粟
田
口
大
納
言
基
良
卿
許
被
注
遣
之
草
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近
年
諸
人
上
手
名
譽
之
輩
遍
好
詠
候
一
様

風
情
述
盡
候
時
自
身
同
詠
之
候

亡
父
不
許
候
事

三
代
集
已
下
古
哥
之
▼
三
句
を
取
渡
て
用
自
哥

事
同
題
同
心
殊
禁
制
候　
　
　
　

」（
三
三
ウ
）

▼
「
句
」
と
い
う
字
の
上
か
ら
「
三
」
と
い
う
字
を
書
き
直
し
て
い
る
。
指
摘
は
な
い
が
、
書
陵
部
本
も
同
じ
。

万
葉
集
三
代
集
古
哥
長
哥
旋
頭
等
之
詞
頗
其

難
可
淺
之
由
申
候
き
毎
人
雖
詠
之
少
々

覚①

悟
事

家
隆
卿

は
つ
せ
山
う
つ
ろ
は
む
と
や
桜
花
色
か
は
り
行
峯
の
白
雲

春②

霞
た
な
ひ
く
山
の
さ
く
ら
花

範
定
卿

さ
ひ
し
さ
に
柴
お
り
く
ふ
る
山
里
も
身
よ
り
思
ひ
の
煙
や
は
た
つ

如
此
類
候

又
非
上
手
之
輩
偏
取
近
代
傍
輩
哥
之

一
両
句
用
之　
　
　

」（
三
四
オ
）

　
　

①
覚
悟
│
覺
語　

②
春
霞
│
は
る
が
す
み　

③
さ
ひ
し
さ
に
│
さ
び
し
さ
は　

④
柴
お
り
│
柴
を
り

松①

を
時②

雨
の
染
か
ね
て　

秋
ゆ
く
人
の
袖
を
見③

よ

た
ゝ
秋
の
風　

今
や
衣
を
う
つ
の
山

か
な
ら
す
人
を
ま
つ
と
な
け
れ
と
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昨
日
の
雲　

ま
と
を
の
衣

如
比
等
事
候

或
世
許
而
不
為
難
或
人
忘
而
受
用
之

猶
僻
案
〳
〵
者
不
甘
心
候

名
所
百
首
哥
之
時
與
家
隆
卿
内
談
事
書
札

若
評
定
も
候
は
ゝ
自
他
存
知
大
切
候　
　
　

」（
三
四
ウ
）

　
　

①
松
│
枩　

②
時
雨
│
し
ぐ
れ　

③
見
よ
│
み
よ　

あ
ま
の
か
く
山　

い
つ
か
は
時
を
わ
す
れ
草

此
事
堅
固
不①

覚
候
必
可
承
候

さ②

か
木
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
ゝ
み

見
及
た
る
心
地
も
し
候
は
す

海
橋
立
に

く
ち
せ
ぬ
松
や
ま
し
〳
〵
ら
と
候
は
は
し
〳
〵
ら

に
て
そ
候
ら
ん
仕
た
り
と
存
候
哥
も
い
け
て　

た
ひ
候
人
候
ら
は
ね
は
さ
て
や
み
候
也

は
つ
せ
め
は

初
五
字
に
心
浮
す
か
た
や
う
に
候
よ
も
き
ぬ
に　
　

」（
三
五
オ
）

　
　

①
不
覚
│
不
覺　

②
さ
か
木
│
さ
か
き　

す
そ
な
と
ひ
く
程
の
品
秩
に
て
は
候
は
し
と

く
ち
を
し
く
候
へ
と
も
つ
く
る
ゆ
ふ
は
な
を

な
ら
す
ゆ
ふ
へ
の
と
申
て
し
つ
の
を
た
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ま
き
と
は
む
か
し
を
い
ま
に
と
や
思
ひ
候
は
ん
と

達
摩
心
は
思
入
て
お
ほ
え
候
也

て
そ
め
の
い
と
は
か
う
ち
め
か
物
に
て
候
へ
は

さ
ら
ぬ
物①

を
た
に
て②

に
と
る
心
な
れ
は
ま
し
て

絲
な
と
は
よ
り
候
け
む
と
河
内
の
山
に
思
ひ

よ
り
た
る
を
人
の
め
見
せ
よ
か
し
と
存
候
也

そ
か
ひ
に
た
に
も
と
は
な
ん
そ
と
候
は
ゝ
い
か

し
て
た
ま
は
り
候
へ
し　
　

」（
三
五
ウ
）

　
　

①
物
│
も
の　

②
て
│
手

非
官
絃
者
か
中
間
の
こ
と
の
ね
そ
の
こ
と
ゝ
な
く

候
ら
ん
を
た
え
の
は
し
な
と
申
候
候
へ
は
そ
の
候
▼

事①

と
な
け
れ
と
筝
の
な
と
申
た
く
て
す
ゝ

ろ
事
を
申
候

ふ
な
は
し
こ
か
れ
わ
た
る
は
く
ら
は
し
山
と

お
ほ
え
て
に
く
ゝ
候
へ
と
も
奮
哥
の
心
な
ら
て

す
へ
き
や
う
な
く
て
構
出
た
り
と
存
候

妻
奴
未
出
關　

鳳
皇
池
上
月

送
我
過
商
山　
　

」（
三
六
オ
）

　
　

①
事
│
　

▼
候
│
ナ
シ
（
汚
れ
な
の
か
「
候
」
か
判
別
し
難
い
）

こ
の
景
氣
の
無
術
身
に
し
み
て
覚①

候

あ
ま
り
あ
り
あ
け
の
月
の
さ
や
の
中
山
は
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る
い
と
も
よ
も
き
こ
え
候
は
し

こ
の
有
明
の
月
を
は
作
者
す
こ
し
思
入
て
候

よ
し
な
き
人
の
哥②

▼
の
お
ほ
く
見
候
て
少
々
は

そ
れ
を
さ
へ
さ
り
候
つ
る
程
に
お
ほ
く
の
哥
は
す
て
ゝ
候
ぬ

御
製
若
所
望
得
候
は
ゝ
可
進
に
候

＊
裏
書
先
度
草
に
春
廿
首
の
廿
首
の
字
を

さ
ほ
と
の
事
も
そ
ら
に
お
ほ
え
候
て
か
す
へ
て

か
ゝ
ん
と
思
ひ
て
不
書
候
し
を
其
定
に　
　

」（
三
六
ウ
）

　
　

①
覚
│
覺　

②
哥
│
う
た　

▼
「
の
」
に
「
＼
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
指
摘
は
な
い
が
、
書
陵
部
本
も
同
じ
。

あ
そ
は
し
候
に
け
る
と
お
ほ
え
候
こ
そ

片
腹
痛
候
へ
あ
ま
り
も
の
か
お
ほ
え
候

は
て
か
す
へ
て
後
に
書
具
て
候
也

白①

河
關
と　

御
詠
に
も
能
因
法
し
か

候
は
ぬ
こ
そ
う
れ
し
く
候
へ

秋②

風
そ
吹
白
雲
の
關　

み
を
さ
か
の
ほ
る

う③

か
ひ
舟
ま
つ
此④

世
に
も
い
か
ゝ
く
る
し
き

あ
ま
り
に
弟
子
を
多
も
ち
て
見
た
く
も

候
は
ぬ
と　
　

」（
三
七
オ
）

　
　

①
白
河
│
白
川　

②
秋
風
│
秋
か
ぜ　

③
う
か
ひ
舟
│
う
か
ひ
ぶ
ね　

④
此
世
│
此
よ

う
る
せ
く
人
の
弟
子
は
仕
候
そ
の
■

存
候
ゆ
へ
に
身
の
く
る
し
く
て
し
■
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へ
く
候
な

咳
病
無
術
候
て
乍
臥
申
候
此
百
首
を

き
と
見
候
は
ん
料
に
青
侍
に
令
書
寫
候
を

侍
候
程
御
使
を
置
て
候
遅
筆
之
候
間

又
々
書
付
候
也

以
中
納
入
道
殿
自
筆
本
令
書
寫
了　
　

」（
三
七
ウ
）
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A Study on Sensationes of Language
in “Kinugasanaihuutananji”

Chiho Yamamoto

 “Kinugasanaihuutananji” written by Teika Fujiwara is comprised of three 
works. Each of the works has different contents and constructions because they 
were sent to different people, but there is one thing that these works have in 
common: Teika criticized and questioned, based on examples. It is worth focusing 
on points Teika pointed out in terms of phrases and vocabularies.
 In this paper, I examine Teika’s sensations of language, based on points Teika 
pointed out. In particular, on the basis of comments about “kaho” expressions, 
“Amanokaguyama” and “Mimuroyama”, I scrutinize “Syuigusou” in order to 
clarify the vocabulary and the source of inspiration of words that Teika had.
 Consequently, I have obtained the two following results:
1.  Teika told people to restrict the use of words which exceeds his or her levels of 

poems.
2.  Teika tended to praise the poems that he could not come up with. Especially, the 

tendency is stronger when the poems involve the words from “Manyoushu”.
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